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 冬の間，ツンツンとがっていた空気が丸みをおびて，優しく感じら

れるようになってきました。寒さにちぢこまっていた心やからだも，

やわらかく解きほぐされていくようです。 

 学年の締めくくりの時期を，子どもたち一人ひとりが，春の日差し

のような明るい笑顔で過ごすことができますように…。  
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～ ３ 月 の 保 健 目 標 ～ 

★耳を大切にしよう   ★１年間の健康生活の反省をしよう 

 



 

～２０歳未満の喫煙が禁止されている３つの理由～  
 
 
 
 

 
 

 
 ３月７日は，日本で 20 歳未満の人がタバコを吸うことを禁止した法律『未成年者喫煙禁止

法』が制定された日です。この法律が定められたのは，明治 33（1900）年。今から 110 年以上も前

から 20 歳未満の人がタバコを吸うことはよくないとされていたのです。 

20 歳になるまで，タバコを吸ってはいけないのはなぜ？ 

 タバコの煙には，4000 以上の化学物質が含まれています。少なくとも 250 の物

質は健康に害があり，50 以上の物質には発がん性があることが分かっています。 

 タバコの煙は，全身に悪い影響を与えますが，特に，煙の通り道となる気管支

や肺へのダメージは深刻です。成長期にある小学生のこの時期にタバコを吸うと，

肺が十分に発達しなかったり，若くても肺の働きが弱くなったりしてしまいます。 

 このような健康への影響は，タバコを吸い始めてからの年数が長いほど，

深刻なものになることが分かっており，成長期の喫煙は，それだけからだへ

の影響も大きいのです。成長期の子どものからだを守るため。それが未成年

者の喫煙が禁止されている第１の理由です。 

 

 

 タバコは，脳にも影響を及ぼします。タバコに含まれるニコチンという物質

には『依存性』（吸っているうちに本数が増え，やめられなくなる性質）があり

ます。麻薬や覚せい剤と同じ魔力が，タバコにもあります。 

 年齢が若いほど，「やめたい」と思っても簡単にはやめられなくなる『依存性』

の魔力に取りつかれやすくなります。つまり，発達途中にある小学生の脳は，

大人よりも短期間で，ニコチンに依存するようになるのです。 

 成長期にある脳を，タバコ（ニコチン）依存の魔力から守ること。 

それが未成年者の喫煙が禁止されている第２の理由です。 

20 歳を過ぎたら，タバコを吸ってもいいの？ 

 法律上では，喫煙が許される年齢になります

が，タバコが健康に害があるものであることには

変わりはありません。20歳になったら，タバコの

害を理解し，自分のからだや周りにいる人への煙

の害の影響を考え，自分の行動を自己責任で判断

することが求められることになります。 

 自分そして周りの人が病気になれば，その人た

ちの人生にも大きな影響を与えることになって

しまいます。 

 未成年である子どもたちの未来を守ること。 

それが禁止の第 3の理由です。 
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